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田
中
教
授
は
、
戦
前
に
欧

米
22
カ
国
を
芝
居
巡
業
し
て

反
響
を
呼
び
な
が
ら
、
今
で

は
知
る
人
も
な
い
日
本
の
役

者
、
筒
井
徳
二
郎
（
１
８
８

１
～
１
９
５
３
）
の
足
跡

を
、
約
20
年
の
年
月
を
か
け

て
掘
り
起
こ
し
、
平
成
25
年

に
『
筒
井
徳
二
郎 

知
ら
れ

ざ
る
剣
劇
役
者
の
記
録
』（
彩

流
社
）
を
刊
行
し
、
一
昨
年

の
国
際
文
化
表
現
学
会
の
学

会
賞
を
受
賞
し
た
。

演
劇
の
比
較
研
究
に
関
心

を
持
っ
た
の
は
大
学
院
時
代

で
、
シ
ラ
ー
の
『
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
テ
ル
』
が
明
治
時
代
に

歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
た
の
を

知
っ
て
面
白
い
と
思
っ
た
。

次
第
に
そ
の
分
野
に
傾
斜
し

て
い
っ
た
が
、
決
定
的
だ
っ

た
の
は
平
成
２
年
、
比
較
演

劇
の
牙
城
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学

へ
の
１
年
間
の
出
張
だ
っ
た
。

同
大
の
サ
ン
・
キ
ョ
ン
・

リ
ー
教
授
の
講
義
を
聴
い
て

興
味
を
持
ち
、『
東
西
演
劇

の
出
合
い
』
を
翻
訳
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
翻
訳
中
、
ド
イ

ツ
の
劇
作
家
ブ
レ
ヒ
ト
が
、

筒
井
の
芝
居
に
刺
激
さ
れ
た

こ
と
を
知
る
。
最
初
は
筒
井

が
戦
前
の
関
西
で
剣
劇
役
者

と
し
て
活
躍
し
た
程
度
の
こ

と
し
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ

が
研
究
の
出
発
点
だ
っ
た
。

よ
う
や
く
平
成
９
年
、
海

外
巡
業
か
ら
の
帰
国
を
報
じ

る
当
時
の
新
聞
記
事
に
、
出

身
地
、
父
の
職
業
の
記
述
を

見
つ
け
る
。
そ
こ
か
ら
商
工

名
鑑
、
地
籍
地
図
と
土
地
台

帳
、
墓
石
な
ど
を
調
べ
、
一

族
の
子
孫
筋
に
た
ど
り
つ
く
。

一
方
、
上
方
演
芸
資
料
館

で
新
派
時
代
の
経
歴
を
知
る

に
重
要
な
資
料
が
見
つ
か

り
、
ま
た
筒
井
と
芝
居
の
巡

業
を
し
た
こ
と
の
あ
る
元
歌

舞
伎
役
者
と
巡
り
あ
う
。
こ

れ
で
新
派
・
剣
劇
役
者
な
が

ら
、
歌
舞
伎
通
の
芝
居
巧
者

が
、
海
外
巡
業
に
打
っ
て
出

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

た
だ
肝
心
の
海
外
巡
業

も
、
日
記
の
よ
う
な
記
録
が

残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
調
査
の
糸
口
に
な
っ
た

の
は
、
外
務
省
外
交
資
料
館

蔵
の「
外
国
旅
券
下
付
表
」。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
座
員
の
本

名
と
本
籍
を
基
に
、
電
話
帳

で
見
当
を
つ
け
て
片
っ
端
か

ら
電
話
を
か
け
た
と
い
う
。

そ
こ
で
巡
業
に
参
加
し
た

22
人
中
、
当
時
88
歳
だ
っ
た

元
座
員
と
２
人
の
元
座
員
の

遺
族
と
連
絡
が
取
れ
、
海
外

各
地
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

旅
券
、
私
信
、
日
付
入
り
写

真
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
譲

り
受
け
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

に
基
づ
い
て
海
外
各
地
の
図

書
館
や
資
料
館
か
ら
当
時
の

新
聞
・
雑
誌
記
事
を
入
手
す

る
な
ど
の
作
業
を
続
け
た
。

22
カ
国
巡
業
の
軌
跡
を
追
う

海
外
巡
業
の
模
様
と
い
っ

て
も
、
こ
れ
を
記
録
し
た
ビ

デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
地
道

な
資
料
調
査
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
繰
り
返

し
で
当
時
を
再

現
的
に
記
述
す

る
し
か
な
く
、

19
言
語
に
及
ぶ

資
料
に
あ
た
る

こ
と
で
、
22
カ
国
巡
業
の
軌

跡
と
反
響
の
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
教
授
自
身
も
14

カ
国
に
足
を
運
ん
だ
と
い
う
。

戦
前
の
芝
居
の
海
外
巡
業

と
い
え
ば
川
上
音
二
郎
・
貞

奴
な
ど
が
有
名
で
、
そ
の
陰

に
埋
も
れ
た
形
の
筒
井
。
し

か
し
昭
和
５
年
か
ら
１
年
３

カ
月
の
海
外
巡
業
は
予
想
以

上
に
好
評
で
、
各
地
の
演
劇

人
か
ら
も
称
賛
を
受
け
た
こ

と
が
わ
か
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
直
後
の
作
家
ト
ー
マ

ス
・
マ
ン
が
感
激
し
て
綴
っ

た
手
紙
も
見
つ
か
っ
た
。

「
戯
曲
中
心
の
近
代
の
西

洋
演
劇
に
対
し
、
身
体
表
現

に
優
れ
た
日
本
演
劇
の
本
質

に
新
鮮
な
魅
力
を
感
じ
た
の

で
は
な
い
か
。
し
か
も
歌
舞

伎
を
西
洋
の
人
に
も
分
か
り

や
す
く
作
り
変
え
て
紹
介
し

た
こ
と
で
、
王
侯
貴
族
か
ら

庶
民
ま
で
楽
し
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
介
の
剣
劇
役

者
が
西
洋
の
一
流
の
演
劇
人

に
刺
激
を
与
え
た
と
は
、
文

化
交
流
の
逆
説
で
面
白
い
」

と
は
、田
中
教
授
の
筒
井
評
。

根
気
と
情
熱
と
想
像
力

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ

て
、「
国
内
外
の
多
く
の
人

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
よ
う
や
く
完
了
に
。
あ

の
人
に
出
会
っ
た
か
ら
、
そ

の
先
に
進
む
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
連
続
で
、
今
で
も

夢
を
見
て
い
た
よ
う
な
感

じ
」
と
話
す
田
中
教
授
だ

が
、
調
査
は
ト
ン
ト
ン
拍
子

に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。

実
際
は
空
振
り
が
多
く
、

そ
れ
を
「
消
去
法
で
他
を
探

せ
と
い
う
こ
と
だ
と
受
け
取

り
、
そ
れ
も
収
穫
だ
と
励
み

に
し
て
き
た
」
そ
う
だ
。
調

査
は
ネ
ッ
ト
に
頼
る
だ
け
で

は
ダ
メ
。
今
後
も
価
値
あ
る

資
料
は
根
気
と
情
熱
と
想
像

力
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

田
中
教
授
は
昨
年
12
月
、

新
著
『
ド
イ
ツ
の
歌
舞
伎
と

ブ
レ
ヒ
ト
劇
』（
え
に
し
書

房
刊
）
を
出
版
し
た
。
19
世

紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
、
ジ

そ
れ
が
縁
で
、
石
井
氏
と

の
交
流
が
始
ま
り
、
研
究
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
、「
測
光
」

分
野
か
ら
「
都
市
景
観
照
明

デ
ザ
イ
ン
」
に
移
行
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
美

し
さ
を
定
量
的
に
表
現
す
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

る
。
美
し
さ
の
根
拠
を
示
し

科
学
的
な
客
観
性
を
持
た
せ

ャ
ポ
ニ
ズ
ム
流
行
時
期
に
欧

州
に
伝
わ
っ
た
歌
舞
伎
。
ド

イ
ツ
で
は
『
寺
子
屋
』
な
ど

の
歌
舞
伎
が
ど
の
よ
う
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
変
容
し
て
い

っ
た
の
か
。
ブ
レ
ヒ
ト
に
も

刺
激
を
与
え
た
と
い
う
日
本

の
伝
統
演
劇
に
端
を
発
し
た

田
中
教
授
の
異
文
化
交
流
史

研
究
は
、
さ
ら
に
深
化
を
と

げ
て
い
る
。

る
の
が
、
研
究
上
の
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

負
け
な
い
日
本
の
照
明
文
化

を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め

に
、Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
踏
ま
え
た「
適

時
・
適
光
・
適
所
」
を
大
切

に
し
た
“
あ
か
り
〟
の
提
唱

と
、
後
輩
の
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
た
。

近
年
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
や
建
造
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
、
夜
の
街
の
表
情
を

彩
る
“
あ
か
り
〟
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ

か
り
文
化
の
相
違
点
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
る
山
家
専
任
講
師
に
、
そ

の
一
番
の
違
い
を
尋
ね
る

と
、
照
明
の
色
味
を
表
す
色

温
度
が
異
な
る
と
い
う
。

　
「
日
本
で
は
、色
温
度
が
高

い
白
い
色
が
好
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
色
温
度
の
低
い
オ
レ
ン

ジ
色
が
か
っ
た
電
球
色
、
伝

統
的
に
は
ろ
う
そ
く
の
炎
の

色
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
」

こ
の
違
い
の
背
景
に
は
、

地
理
的
な
要
因
と
歴
史
的
な

要
因
が
あ
る
。

日
本
は
周
囲
を
海
に
囲
ま

れ
て
い
る
た
め
、
湿
度
が
高

く
、
空
気
中
に
水
蒸
気
が
浮

遊
。
そ
れ
に
陽
光
が
当
た
る

と
乱
反
射
し
て
、
白
い
ベ
ー

ル
越
し
に
も
の
を
見
て
い
る

光
環
境
に
あ
る
。
ふ
だ
ん
か

ら
高
い
色
温
度
と
拡
散
光
に

よ
る
影
の
出
来
難
い
光
環
境

に
慣
れ
、
そ
れ
が
好
み
に
も

影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

歴
史
的
に
は
、
太
平
洋
戦

争
の
敗
戦
が
挙
げ
ら
れ
る
。

戦
後
の
復
興
期
に
は
、
蛍
光

灯
が
一
気
に
普
及
。
灯
火
管

制
下
の
暗
闇
の
重
苦
し
さ
を

払
拭
す
る
よ
う
な
真
っ
白
な

明
る
さ
は
、
幸
せ
や
平
和
の

象
徴
で
あ
り
、
豊
か
さ
を
表

す
も
の
と
し
て
、
日
本
人
の

心
に
刻
ま
れ
た
の
だ
。

「
白
い
光
が
必
ず
し
も
悪

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
自
宅
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
と
き
に
は
、
職
場
と
同

じ
蛍
光
灯
の
光
は
不
向
き
で

す
。
人
間
は
太
古
の
時
代
か

ら
、
火
を
利
用
し
、
照
明
と

し
て
利
用
し
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
光
の
原
風
景
と

し
て
、
生
の
炎
の
光
が
我
々

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刻
ま
れ
て
い
る

の
で
す
」

ろ
う
そ
く
の
炎
に
は
、
ｆ

分
の
１
の
ゆ
ら
ぎ
が
含
ま
れ

て
お
り
、
人
間
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
周
波
数
と
い
わ
れ

る
。「
ろ
う
そ
く
の
炎
は
、

じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
蛍
光
灯
の
光
は

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
、

光
の
使
い
分
け
が
大
事
だ
と

強
調
す
る
。

光
イ
ベ
ン
ト
の
監
修
も

自
身
が
創
設
な
ら
び
に
命

名
に
携
わ
っ
た
「
創
生
デ
ザ

イ
ン
学
科
」
で
は
、
色
彩
・

明
視
論
、（
照
明
）
デ
ザ
イ

ン
文
化
論
、
照
明
デ
ザ
イ

ン
、
照
明
器
具
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
科
目
を
担
当
。

ゼ
ミ
で
も
、
ア
ー
ト
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
を
目
指

し
た
創
造
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
、

北
海
道
弟
子
屈
町
川
湯
温
泉

の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
「
雪
あ
か

り
の
街
川
湯
温
泉
／
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ダ
ス
ト 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｕ
」
の
照
明
デ
ザ
イ

ン
の
監
修
だ
。
今
年
で
３
回

目
を
迎
え
、「
千
の
雪
あ
か

り
」
と
題
し
た
雪
の
ラ
ン
タ

ン
で
街
中
を
照
ら
し
て
、
観

光
客
を
も
て
な
す
企
画
が
好

評
を
博
し
て
い
る
。

第
一
人
者
と
の
出
会
い

照
明
デ
ザ
イ
ン
を
主
な
研

究
対
象
に
す
る
ま
で
に
は
２

回
の
転
機
が
あ
っ
た
。

生
産
工
学
部
の
学
部
生
時

代
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ

る
採
点
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
教
育
支
援
シ
ス
テ

ム
「
Ｃ
Ｍ
Ｉ
」
を
テ
ー
マ
に

研
究
。
そ
の
後
、
大
学
に
残

り
、た
ま
た
ま
入
っ
た
の
が
、

照
明
を
扱
う
研
究
室
だ
っ
た

こ
と
が
最
初
の
転
機
だ
っ
た
。

当
時
画
期

的
だ
っ
た
ワ

イ
ヤ
レ
ス
照

度
計
の
研
究

開
発
な
ど
で

成
果
を
あ
げ

て
い
た
が
、

次
の
転
機
が

訪
れ
る
。

「
１
９
８

９
年
、中
国
・

上
海
で
開
か

れ
た
環
太
平

洋
照
明
国
際

会
議
で
、
日
本
を
代
表
す
る

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
石

井
幹
子
先
生
と
一
緒
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
の
と
き
、『
感

性
だ
け
で
は
な
く
、
数
値
的

に
デ
ザ
イ
ン
を
表
現
で
き
れ

ば
、説
得
力
が
増
し
ま
す
ね
』

と
い
う
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」

田
中
　
徳
一
（
た
な

か
・
と
く
い
ち
）
昭
和
47

年
日
本
大
学
文
理
学
部
独

文
学
科
卒
、
52
年
日
本
大

学
大
学
院
文
学

研
究
科
の
単
位

取
得
満
期
退
学
。博
士（
国

際
関
係
）。
61
年
に
国
際

関
係
学
部
の
助
教
授
と
な

り
、
平
成
８
年
に
教
授
。

専
門
は
比
較
演
劇
学
、
各

国
文
学
・
文
学
論
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
系
文
学
。
日
本

比
較
文
学
会
、
日
本
演
劇

学
会
、
日
本
独

文
学
会
、
国
際

文
化
表
現
学
会
、
藝
能
学

会
、
桜
門
ド
イ
ツ
文
学
会

に
所
属
。
和
歌
山
県
出

身
。
66
歳
。

山
家
　
哲
雄
（
や
ま

や
・
て
つ
お
）
昭
和
50
年

日
本
大
学
生
産
工
学
部
電

気
工
学
科
卒
業
。
卒
業
後

同
大
生
産
工
学

部
電
気
工
学
科

副
手
。
平
成
21
年
創
生
デ

ザ
イ
ン
学
科
に
。
長
年
、

パ
リ
第
一
区
・
ヴ
ァ
ン
ド

ー
ム
広
場
に
お
け
る
光
環

境
の
定
点
観
測
を
行
う
な

ど
、
パ
リ
通
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。（
一
社
）
照
明

学
会
評
議
員
な
ど
役
職
多

数
。
趣
味
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定量的に照明デザインを表現
適時・適光・適所を提唱

創生デザイン学科の創設と命名に携わる
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ゼミの学生とともに。中央のランタンの数々は照
明国際会議2014年度、2015年度の奨励賞受賞作品
「あかり絵」「ウェルカムあかり絵/影絵」「書あかり」

道東・川湯温泉の冬季限定の光イベントは
今年も2月2日～22日の予定で開催

EU関連のセミナーで講演する田
中教授

収集した資料を調べる田中教授


